 (公財)日本ラグビーフットボール協会

「新スタートコーチ資格認定講習会」

実施要項

1．目的

　初めて公的なラグビーフットボール指導者資格の取得を志向する者に対し、指導者として活動するにあたり最低必要な知識及び技能を習得させることを目的とする。講習を修了した者には日本ラグビーフットボール協会「新スタートコーチ」資格を付与する。

2．資格の名称

　（公財）日本ラグビーフットボール協会「新スタートコーチ」

3．主催

（公財）日本ラグビーフットボール協会

4．主管

　　和歌山県ラグビーフットボール協会

5．受講者

（1）受講資格

満18歳以上で、下記の事項に該当する者。但し20歳に満たない者が講習を終了した場合、資格の付与は満20歳になってからとなる。

①（公財）日本ラグビーフットボール協会に登録するチームまたは都道府県ラグビーフットボール協会に所属する者で、都道府県ラグビーフットボール協会が認めた者。

②幼稚園、学校等の教員並びに社会教育団体等に所属する者で、ラグビーの普及振興に寄与できる者。

③都道府県ラグビーフットボール協会が特に認めた者。

（2）受講者数

原則として10名以上、30名を目安とする。

6．トレーナー及び助手等

（1）トレーナー（講習会を担当する講師、以下「トレーナー」という）は、(公財)日本ラグビーフットボール協会と三地域ラグビーフットボール協会コーチ委員会が協議の上、決定し派遣する。新スタートコーチ養成講習会トレーナー資格を有する者が務める。

（2）主管都道府県ラグビーフットボール協会は、助手を2名以内つけることができる。助手は、（公財）日本ラグビーフットボール協会コーチ資格保有者とする。

（3）実技指導法では、主管都道府県ラグビーフットボール協会または講習会を要請する団体がプレーヤーを確保し、展開することを原則とする。

7．講習内容

　（1）JRFUコーチ資格制度

（2）IRBラグビー憲章

（3）JRFUコーチングの指針

（4）ラグビーにおける安全対策

（5）実技指導法1（指導計画の作成）

（6）実技指導法2（実技指導実習）

8．検定・試験

特に行わない。

9．費用

（1）受講者１名に対して3,000円の受講料を徴収する。

（2）講習会に関わる各種費用の負担に関しては別途規定を定める。

10．保険

　受講者は各自で傷害保険へ加入しておくことが望まれる。費用は自己負担とする。

11．日程

	　9：30

10：00

10：10

10：30

11：00

11：30

12：10

13：00

14：00

終了次第
	受付　　資料配付等

開講式　県ラグビーフットボール協会挨拶　トレーナー紹介

講義1　ＪＲＦＵコーチ資格制度について

講義2　安全対策

講義3　ＩＲＢラグビー憲章（ビデオ鑑賞、解説）

講義4　ＪＲＦＵコーチングの指針（解説）

昼食

実技指導法1　指導計画の作成

実技指導法2　実技指導実習

閉講式　まとめ　認定証授与


